
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　

網代地区人口統計　【人口】47１人　男22８人・女24３ 人　【世帯数】2３２戸　（令和6年８月1日現在）
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ＴＶ楽集ネットワーク９月予定
場所：あじろカフェなだばた

いさり び

【岩美病院健康相談】
９月１１日（水）１５：００～

内容：「災害時の食の備えについて」

担当：岩美病院 管理栄養士

網代地区公民館だより

公園清掃ボランティア

９月７日（土）

午前７：００～７：３０

初心者さんのヨガ教室

９月 ２４日（火）午後７時３０分～８時３０分

参加費：500円

最近参加者が増えてにぎわっています！

【あったかハートサロン】
９月２６日（木）１５：００～

第６回網代グラウンドゴルフ大会

日 時：９月２８日（土）午前8時30分～

場 所：網代芝生広場

参加費：３００円

持ち物：道具一式、水分補給できるもの

日 程： ８：３０ 芝生の広場集合

日 時：９月２４日（火）午後１時～４時

場 所：網代コミュニティ―センター

参加費：５００円

持ち物：エプロン・三角巾・手拭きタオル・持ち帰り容器

８月７日、夏休み恒例の「夏休みあじろ寺子屋」を開催し、小中学生８名が参加してくれました。１時間真剣に勉強し、

ゲームや工作で楽しんだ後、最後にまた勉強タイム。お昼はみんなでカレーライスを食べました。年々大きくなる子ども

達の成長をとても感じることができました。

１０月のお知らせ
10/5  さかな釣り大会

（網代旧港）
＊小学生にはチラシが配布されます

10/18 ジオ学習会～河原町～
＊詳細は来月号で

パン作り教室

大岩のお友達を誘って

くれました。とても賑や

かになったね。

みんなで食べるカレーおいしいね 毎年清水ひとみ先生にお世話になっています。

年々子ども達の成長を感じます
がんばれ受験生！

ゲームも工作も楽しかったね
参加者募集



,

　　

3（火） 卓球クラブ

４（水） なかよしクラブ

7 （土） 浜公園清掃ボランティア

やすらぎ会

10 （火） 卓球クラブ

14 （土） 網代地区敬老会

17 （火） 卓球クラブ

18 （水） なかよしクラブ

19 （木） 書道教室＊

21 （土） やすらぎ会

24 （火） 卓球クラブ

パン作り教室

初心者さんのヨガ教室

25 （水） なかよしクラブ

26 （木） 書道教室

28 （土） 第６回グラウンドゴルフ大会

＊９月の書道教室は１９・２６日に変更します。

９月行事予定

日時：９月１４日（土）午前１０時～１１時45分

会場：網代コミュニティ―センター

漁
火
文
芸
～
川
柳
～

因
幡
方
言
（
川
柳
）

『
そ
ぎ
ゃ
あ
な
こ
と
』山

下

蟹
郎

そ

ぎ

ゃ

あ

な

こ

と

言

う

な

嫁

さ

ん

往

ん

ぢ

ゃ

う

ど

そ

ぎ

ゃ

ぁ

な

こ

と

言

っ

て

も

金

は

無

い

け

ん

な

い

花火協賛のお礼
花火大会開催にあたり下記の皆様にご協賛賜りました。

誠に有難うございました。厚くお礼申し上げます。

網代地区自治会

協賛者（敬称略）
底曳船主会 鳥取県漁協網代港支所

底曳船長会 底曳船員組合

底曳機関士組合 小型一本釣り団体

大岩地区自治会連合会 山本福昌丸

鍵井勢宝丸 小谷寶海丸

カンコ船団体 潜水団体

山陰松島遊覧 鯉口造船所

トラベルハウス 鳥取商事

鳥取県自然体験塾 ディベロップサーフアンドシー

伊藤組 大晃工業

西村板金 Freedem  Cycles 川西理文

悠信工業 岩見工務店

浜勝商店 柳フードセンター

ワカメ部 大阪・川部睦男

網代渡船 松谷ポンプ

大見建設 谷田設備

三原建築 石谷商店

川久商店 （理容）たけだ

三国屋酒店 あじろカフェなだばた

あじろマート女性部の店 大岩地区有志

下記番号に空きがあります。新規契約また

は駐車番号移動希望者は各区長までお申

し込みください。

【６．７．１３．１５．１９．３８．４３】

９月２１日（土）～９月３０日（月）

今年は天候にも恵まれ、無事１６日に行事が行われ

ました。花火は地区外の方の来場も多く、芝生広場の

駐車場付近がいっぱいになるほどでした。そのあとの

盆踊りは地元の婦人を中心に子ども時代から通ってく

れた２０代の姉妹や帰省客、インドネシア実習生も加

わり踊りました。少子高齢化に伴い伝統文化の伝承

も困難となりつつあることに関係者は『網代独特の盆

踊りを残していくためにも日頃から伝承活動への一層

の取り組みが必要』と語っていました。

美しい灯ろうと盆踊り。この風景なくして網代のお盆は語れない。


